
1 取り扱いの注意点

　リンギ
ボードを保管する際、下に置く角材のこと。
反りが生じないよう、90ｃｍ以下の間隔で
置いてください。またリンギを上に重ね
る場合も反りが生じないよう、上下の位
置を垂直線上に置いてください。（右図）

　捨て板
リンギまたはパレットを用いてボードを保管する際に、ボードの汚れ防止の
ために上下にのせる板のこと。

　 保管
屋内の雨水のかからない場所にパレット
積みするか、リンギ上に捨て板を敷いて平
積み（高さ2ｍ以内）にしてください。角は
正しくそろえ、最上部にも捨て板を置いて
ください。工事現場などで、やむを得ず屋
外に保管する場合は必ず防水シート掛け
をするようにお願いします。この場合、地
面より雨水が蒸発し、シート内部が高湿
度にならないよう掛け方にご注意くださ
い。また、シートの一部に穴があいている
と、いったん入った雨水が抜けないのでご
注意ください。長期間立て掛けたままで保
管しますと反りを生じる原因となります。

　 運搬
持ち運びの際、かどや縁をぶつけて傷めないように取り扱いには十分に注意
してください。また輸送中は雨がかからないようにシートをかけてください。

　 化粧板面の取り扱い
板面端部に養生テープ等は貼らない
ようにしてください。

　 受入れ
受入れに当っては、JIS規格、日本繊維板工業会規格などに指定されている
表示マーク、表示項目（製品種類区分、厚さ、サイズ、製造工場、製造年月日
またはそれらの記号）、および数量等をよく確認のうえ受け入れください。
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長時間立て掛けて保管すると反りを生じます。
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○正しい位置 ×めり込みすぎ

2～3mmあける

6mm以上あける

胴差柱・継手間柱

　 防腐・防蟻
地面から高さ１ｍ以内の部分に防腐・防蟻に有効な薬剤処理を行っ
てください。

　 防水
耐水性にすぐれておりますが、水濡れの程度によっては反り等の不具
合が発生する恐れがありますので、施工後は速やかに透湿防水シー
ト等を施工してください。
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　切削
切断は木材と同様、普通の木工用の手鋸が使用できますが、木材より刃先
の消耗が早いのでこまめに目立てを行ってください。大量切断する場合は
超硬刃のついた電動鋸の使用をおすすめします。

　施工に用いる釘
面材留付に使用する釘は鉄丸釘および太め鉄丸釘（JIS A 5508）の品質
に適合するものを使用してください。
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　概要

　 施工方法

　釘打ち
釘打ち機で施工する場合は、間柱から外れた場合に釘が貫通して裏側に飛
び出す恐れがありますので耐力面材をはさんだ反対側に人がいないか確
認してください。エアー圧は釘頭が表面で止まるよう調整を行ってくださ
い。釘頭がめり込みすぎると必要な耐力が得られません。釘頭がめり込ん
だ場合は周囲に１本以上増し打ちしてください。打ち込みが足りない場合
はハンマーにて表面まで打ち込んでください。

　継ぎ目
面材の継ぎ目には2～3mm、釘(N50又はCN50)直径の1本分程度の隙間
をあけてください。胴差等の横架材で継ぐ場合は６mm以上の隙間をあけ
てください。

外周部には、釘打ち間隔の目安としてネイルマークを印刷しております。印
刷の都合上若干のずれが生じる場合がございますのでこれを目安に各仕様
の所定の位置に釘打ちを行ってください。壁倍率を確保するためにも釘打
ち間隔、釘打ち位置を守り、柱・間柱・横架材・受材に確実に釘打ち施を行
ってください。

　 概要
構造用パーティクルボード（JIS A 5908-2015）は木造軸組工法、
枠組壁工法の耐力面材として使用できるＦ☆☆☆☆の商品です。耐
力壁は「構造耐力上主要な部分」に該当しますので正しい施工を行
わないと本来の耐力が得られませんので本書の記載に従い正しい方
法にて施工していただきますようお願いいたします。

　 耐力壁の仕様
次に示す告示（国土交通省告示1100号、1541号）で規定する壁倍
率を適用することができます。両面に張る、室内側に他の耐力面材
を張る、又は筋かいを併用する場合「5」を上限として倍率を加算す
ることができます。

3 構造用パーティクルボード施工の注意点

種 類

大 壁 CN50 100mm以下 200mm以下 3.0

釘 外周 中通 壁倍率

種 類

大 壁 CN50 50mm以下 200mm以下 4.8

釘 外周 中通 壁倍率

種 類

大 壁

大 壁 床 勝 ち

真 壁

真 壁 床 勝 ち

釘 外周 中通 壁倍率

N50又はCN50

N50又はCN50

N50又はCN50

N50又はCN50

75mm以下

75mm以下

75mm以下

75mm以下

150mm以下

150mm以下

150mm以下

150mm以下

4.3

4.3

4.0

4.0

種 類

大 壁

大 壁 床 勝 ち

真 壁

真 壁 床 勝 ち

釘 外周 中通 壁倍率

N50又はCN50

N50又はCN50

N50又はCN50

N50又はCN50

150mm以下

150mm以下

150mm以下

150mm以下

150mm以下

150mm以下

150mm以下

150mm以下

2.5

2.5

2.5

2.5

　運搬
上下に定板（捨て板）はありません。傷をつけないよう注意してください。輸
送中は雨で濡れないようにシートを掛けてください。表面が平滑で滑りやす
く合板よりも比重が高いので（3’×10’　1枚当たり約19㎏）落下・損傷防
止のため搬入は2名以上で行ってください。持ち運びの際、かどや縁をぶつけ
て傷めないように取り扱いには十分に注意してください。受け入れに当たっ
てはJIS規格、表示項目・マーク、および数量等をよく確認の上受け入れてくだ
さい。

　保管
立て掛けたまま保管すると反りが生じることがありますので平らな場所に
パレット積みするか90㎝以下の間隔で角材を敷いて平積み（高さ2m以
内）にして保管してください。屋内の直射日光や雨水を避け風通しの良いと
ころに保管してください。高湿度となるような場所は避けてください。やむ
を得ず屋外に保管する場合は必ず防水シートを掛けてください。このとき、
地面より雨水が蒸発し、シート内部が高湿度にならないよう掛け方にご注
意ください。

　 取り扱い

木造軸組工法（高倍率） 国土交通省告示1100号

木造軸組工法　国土交通省告示1100号

枠組壁工法（高倍率） 国土交通省告示1541号

枠組壁工法　国土交通省告示1541号
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受材

間柱
柱

継手受材

床下地 床下地材

受材

継手がある場合

受材

軸組との隙間
2～3mm

受材 受材

受材

継手がある場合

　 木造軸組真壁仕様・真壁床勝ち仕様
木造軸組真壁仕様・真壁床勝ち仕様の軸組材の断面寸法は以下の
とおりです。
受材（床材に取り付け）： 30mm×40mm以上（壁倍率2.5）
 30mm×40mm以上（壁倍率4.0）
間柱・継手間柱は梁・土台等の横架材にしっかりと固定してください。
面材は受材及び間柱等に直接留め付けてください。
留め付け釘はN50またはCN50を使用してください。
釘打ち間隔は壁倍率毎に規定するピッチを守ってください。
釘の縁端距離（面材端部と釘の間隔）は12mm程度としてください。
周囲の軸組との隙間は2～3mm程度隙間をあけてください（直径の
１本分程度）。
受材は軸組材に直接打ち付けてください（床勝ち仕様の床部は床材
を介して横架材に固定）。
2.5倍仕様の受材はN75釘を用い300mm以内の間隔で留め付けて
ください。
4.0倍仕様の受材はN75釘を用い120mm以内の間隔で留め付けて
ください。

　 木造軸組大壁仕様
間柱・継手間柱は梁・土台等の横架材にしっかりと固定してください。
面材は軸組の柱・梁・胴差・桁・間柱および受材等に直接留め付け
てください。
軸組への掛かりしろは30mm以上としてください。
留め付け釘はN50またはCN50を使用してください。
釘打ち間隔は壁倍率毎に規定するピッチを守ってください。
釘の縁端距離（面材端部と釘の間隔）は12mm程度としてください。
面材の継手は2～3mm程度隙間をあけてください（釘直径の１本分
程度）。
胴差等の横架材で継ぐ場合は６mm以上の目地を取ってください。

　 木造軸組大壁床勝ち仕様
受材（床材に取り付け）： 30mm×40mm以上（壁倍率2.5）
 30mm×60mm以上（壁倍率4.3）
間柱・継手間柱は梁・土台等の横架材にしっかりと固定してください。
面材は軸組の柱・梁・胴差・桁・間柱および受材等に直接留め付け
てください。
軸組への掛かりしろは30mm以上としてください。
留め付け釘はN50またはCN50を使用してください。
釘打ち間隔は壁倍率毎に規定するピッチを守ってください。
釘の縁端距離（面材端部と釘の間隔）は12mm程度としてください。
面材の継手は2～3mm程度隙間をあけてください（直径の１本分程
度）。
胴差等の横架材で継ぐ場合は６mm以上の目地を取ってください。
受材（床部）は床材を介し横架材に固定してください。
2.5倍仕様の受材はN75釘を用い200mm以内の間隔で留めつけて
ください。
4.3倍仕様の受材はN75釘を用い120mm以内の間隔で留め付けて
ください。

胴差の継手目地
6mm以上の隙間

2～3mmの隙間

間柱

継手目地

継手受材

軸組への掛かりしろ

継手がある場合

30mm以上

柱
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上下階の継手目地
6mm以上の隙間

継手目地
2～3mmの隙間

たて枠

下枠

頭つなぎ

上枠

継手がある場合

　 枠組壁工法
枠組壁工法の施工仕様は国土交通省告示1540号の方法に準じてくだ
さい。
留め付け釘は、CN50を使用してください。
面材の継手は2～3mm程度隙間をあけてください（直径の１本分程
度）。

本来の釘位置
金物干渉部分の切り欠き

増し打ち

　金物取り合い
ボルト・座金部はあらかじめ座掘りして埋め込み、面材を施工する部分の下
地は不陸が生じないようにしてください。梁、胴差の交差部分や金物により
釘打ち部分に欠損部が生じる場合、切欠き面積を最小にした上で欠損により
打てなくなった釘の本数+１本以上の釘を周囲に増し打ちしてください。

　 各部の施工方法

受材

受材
45mm×90mm以上

45mm×90mm以上
受材

隅柱
隅柱

面材

耐力面材

耐力面材

耐力面材

2～3mmあける

2～3mmあける6mm以上あける

柱

継手受材胴差

　入隅
入隅等で柱に直接耐力面材を施工できない場合、入隅部の片方の面材を直張
りする場合は受材を取り付けてください。両方の面材を受材にて張る場合の
受材には45mm×90mm以上のものを用いN90釘@300以内で留め付けて
ください。

　継手
継手部は縦張りとし、継手部は2～3mmの隙間をあけて施工してください。
目安は釘一本分です。1階と2階の継手(胴差上)は6mm以上あけて施工して
ください。胴差以外で継ぐ場合には継手受材を設け2̃3mmの隙間を空けて
施工してください。

　開口
耐力壁は開口部がないことが原則ですが告示第594号に関する技術的助言(国
住指第1335号)にて、木造の耐力壁について周囲の軸組から離して設ける径
50cm程度の換気扇用の開口は 「本規定第3号の 開口部に該当しないものと
して取扱うことができる」としております。エアコン用配管や屋外用コンセ
ント・スイッチ取り付けのための穴あけは集中しないよう、また、必要以上
の大きさにならないようご注意ください。

L/6以下、かつ12t以下
補強不要

L/2まで
軸組の柱に両端が達する
受材にて補強
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455mm 910mm

柱又は継手間柱

耐力壁とすることは
できません

開口部にとりつく継手間柱が柱の場合は
耐力壁とみなすことができる

開口部

　 柱頭・柱脚の補強金物
柱頭・柱脚の補強金物の選定については次の①～③いずれかの方
法により、壁倍率に応じた金物を選定して確実に固定してください。
①告示1460号の表１～表３による方法
②N値計算による方法
次の算定式から導き出されたNの値から次の表に記載する接合金
物（同等以上）を選択してください。
１）平屋の柱、２階建ての2階・下屋部分の柱
Ｎ＝Ａ１×Ｂ１－Ｌ
Ｎ：次の表に規定するＮの数値
Ａ１：当該柱の両側における耐力壁の倍率の差（片側のみに軸
組が取り付く場合は当該耐力壁の倍率）の数値
Ｂ１：周辺部材による押さえ（曲げ戻し）の効果を示す係数、出
隅の柱においては0.8その他の柱においては0.5
Ｌ：鉛直荷重による押さえの効果を示す係数、出隅の柱におい
て0.4その他の柱においては0.6

２）2階建ての部分の1階の柱（下野部分以外）
Ｎ＝Ａ１×Ｂ１＋Ａ２×Ｂ２－Ｌ
Ｎ：次の表に規定するＮの数値
Ａ１：当該柱の両側における耐力壁の倍率の差（片側のみに軸
組が取り付く場合は当該耐力壁の倍率）の数値
Ｂ１：周辺部材による押さえ（曲げ戻し）の効果を示す係数、出
隅の柱においては0.8その他の柱においては0.5
Ａ２：当該に連続する2階の柱の両側における耐力壁の倍率の
差（片側のみに軸が取り付く場合は当該耐力壁の倍率）の数値 
Ｂ２：2階の周辺部材による押さえ（曲げ戻し）の効果を示す係
数、出隅の柱においては0.8その他の柱においては0.5
Ｌ：鉛直荷重による押さえの効果を示す係数、当該柱が出隅の
柱においては1.0その他の柱においては1.6
表：Ｎ値と継手・仕口の仕様

 4 参考資料

　耐力壁
耐力壁の両側は柱であることが条件となります。柱と柱（または継手間柱）
の間には500mm以内の間隔で間柱を入れてください。耐力壁の最小長さは
600mmとなります。

　連続する耐力壁
耐力壁の長さは柱間隔で判断するので下図の場合面材単体では455mm
のものを含みますが長さ 1365mmの耐力壁としてみなします。上記と同
様500mm以内の間隔で間柱が必要です。

　 耐力壁としての割付の考え方

　開口部に隣接する場合（耐力壁とならない例）
耐力壁は両側に柱があることが条件となりますので片側が開口部で継手間柱
となる場合は耐力壁とすることはできません。

③許容応力度計算による方法

　概要
耐力面材の防火・耐火に関する個別の大臣認定は取得しておりませんので、
地域・建物の規模および用途により防火・耐火性能が要求される場合は、告
示に定める構造方法、または防火・耐火の大臣認定を取得した構造方法にて
施工する必要があります。

　告示仕様
耐火構造（告示1399号）、準耐火構造（告示1358号）、防火構造（告示
1359号）にて規定されている構造方法にて施工してください。

　大臣認定仕様
外壁材や断熱材メーカー等、およびそれらの業界団体等が取得している認
定書の別添にて面材にパーティクルボード厚さ9mm（以上）の記載がある
ことを確認してください。仕様の詳細は該当認定の取得団体にお問い合わ
せください。

　 防火・耐火

告示Ｎ値

0.0以下

0.65以下

1.0以下

1.4以下

1.6以下

1.8以下

2.8以下

3.7以下

4.7以下

5.6以下

必要耐力 継手・仕口の仕様

い

ろ

は

に

ほ

へ

と

ち

り

ぬ

0.0kN

3.4kN

5.1kN

7.5kN

8.5kN

10.0kN

15.0kN

20.0kN

25.0kN

30.0kN

短ほぞ差し又はかすがい打ち

長ほぞ差し栓打ち又はL字型かど金物

T字型かど金物又は山型プレート金物

羽子板ボルト又は短冊金物（スクリュー釘なし）

羽子板ボルト又は短冊金物（スクリュー釘あり）

ホールダウン金物S-HD10,HD-B10,HD-N10

ホールダウン金物S-HD15,HD-B15,HD-N15

ホールダウン金物S-HD20,HD-B20,HD-N20

ホールダウン金物S-HD25,HD-B25,HD-N25

ホールダウン金物S-HD15,HD-B15,HD-N15 ２枚
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